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               湯前町議会議員 

 

 議員派遣として出席した研修の内容は、次のとおりでありました。 

 

期 間  令和７年８月２８日（木） 

場 所  LINE CUBE SHIBUYA（渋谷公会堂） 

目 的  令和７年度全国町村議会広報研修会 

 

 

報 

 

 

告 

 

 

の 

 

 

内 

 

 

容 

 

１ 演題： 「インタビュー記事を足して読まれる広報紙にしよう」 

  講師： インタビューライター 丘村 奈央子 氏 

２ 演題： 「スマートフォンを活用した撮影技術・動画作成の基本  

～一人でもできる撮影ノウハウ、インタビュー撮影技術～」 

  講師： 映像講師・映像ディレクター・（公社）日本広告協会 広報アドバイザー 

 渡川 修一 氏 

３ 演題： 「議会活性化と連動した広報紙づくり  

～住民の政治参加をうながすツールに～」 

  講師： 福岡県大刀洗町議会 議会広報委員会 委員長 平山 賢治 氏 

 

～所 感～ 

本研修を通じて、広報紙をより読まれるものとするためには、内容面ではインタビュ

ー記事の導入が有効であること、表現面ではスマートフォンを活用した撮影・動画編集

の技術が有用であることを学んだ。さらに、議会広報を住民の政治参加につなげる先進

事例について、理解を深めることができた。 

研修の成果を踏まえ、今後も議会広報活動の充実に努めていきたい。 

 

 

 

 



＜研修の成果＞ 

①撮影技術・動画作成のノウハウ 

・できるだけ明るい場所、静かな環境で撮影する。 

・相手との距離や高さ、背景に注意して撮影する。 

・スマートフォンは、固定して撮る。 

・字幕（テロップ）が入るスペースを意識して構図を考える。 

・カメラの前で話す原稿は、短い文章で作成し、覚えやすくする。 

・余計なものを画面から外す。 

・YouTubeに動画を限定公開でアップロードし、町のホームページや広報誌のＱＲコー

ドから町民だけが閲覧できるようにする。 

 

②広報委員会の課題 

◯インタビュー記事を増やす。 

 ＞インタビュー記事設計フォーマットの導入 

◯動画やＳＮＳの活用 

◯住民アンケートの実施 

 

③議会全体の課題 

◯自由討議の実施 

 ＞本会議の質疑の後、全員協議会を開き、議案ごとに自由議論を行う。 

◯「検討する」答弁の追跡制度 

＞一般質問で執行部が「検討する」と答弁した場合、質問者はその検討状況の追跡を

求める調書を提出する。 

 

 

 

 

 

 


